
　市内のまちの話題をホームページとSNSで

発信しています。

　下のコードをスマホで読み取り、閲覧画

面にお進みください。

まちの話題を発信中！
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特
集

　飛騨市は、面積の９割以上を森林が占めており、このうち約７割が広葉樹という

豊かな自然に囲まれています。全国的にも恵まれた環境の中で暮らす私たちは、さ

まざまな恵みを豊かな森からいただいています。

　私たちの暮らしに直結しているのは「水」。広葉樹の森にあふれるミネラルを

たっぷり含んだ豊かな水が、川へ里へ長い時間をかけて送り出され、さらには田畑

へ供給されることで私たちの暮らしを支えています。

　市では、豊かな自然からの恵みに感謝し、生産者が活躍できる場、生産者と消費

者をつなぐ舞台として産直市場の活用を推進しています。　　　　

　みなさんは「産直市場」に行ったことがありますか？今回は産直市場の魅力と役

割を探ります。

産直市場の魅力を探る産直市場の魅力を探る

顔が分かる生産者と食卓を直接結ぶ

旬の飛騨市産野菜と出会える場

２
2022年８月号



特
集産直市場の魅力を探る

 「産直市場」は地場野菜の専門店。スーパーとは役割

が異なり、経済波及効果以上に大切にしていることが大

きく２つあります。

　１つ目は、新鮮でミネラルたっぷりの貴重な食材を無

駄にすることなく活用するため、規格外品も提供してい

ます。食材を極力余すことなく、食卓へ届ける努力をし

ています。

　２つ目は、生きがい農家の支援です。市内では専業や

兼業など、さまざまな形で取り組む農家さんが活躍して

いますが、実は定年退職後などに「生きがい」として農

業に取り組んでみえる方も多くいます。「大量に、決

まった量を供給できるわけではないが、大事に育てた少

量の野菜を、広く皆さんに味わっていただきたい」と考

える方々の受け皿として、販売を受託し、気軽に出品し

ていただける仕組みという役割も担っています。

　生産者の「顔」が分かることで、こだわりや安心安全

が実感でき、生産者ごとにファンができるという好循環

にもつながっています。また、地域に受け継がれている

伝承作物も大事にしています。その土地ならではの野菜

は、大量に栽培できるとは限りません。そうした少量生

産の伝承作物も、栽培される方の思いを受け止め、販売

の面から応援しています。

　市内には、神岡朝市クラブ、三寺めぐり朝市、飛騨産

直市そやなの３つの産直市場があります。

～地域の食と人が集う場～産直市場の役割

神岡朝市クラブ 三寺めぐり朝市 飛騨産直市そやな

近くの産直市場に行ってみよう
宝探しのように地元の野菜と特産品の魅力を再発見！

３

地元の朝採れの新鮮野菜や民芸品

がいっぱい！『道の駅スカイドー

ム神岡』の朝市広場にあります。

■住所

　飛騨市神岡町夕陽ヶ丘６

■電話　0578-82-5700

■営業日・時間（令和４年度）

4月下旬～6月：8～12時

7～9月：8～15時

10月～11月23日：8～13時

11月24日以降は冬季休業

瀬戸川の近く。飛騨古川の新鮮野

菜がたくさん並んでいます。不定

期にイベントも開催しています。

■住所

　飛騨市古川町壱之町10－1

■電話　0577-73-5501

■営業日・時間（令和4年度）

4月中旬～11月：8～15時

※12月は土日のみ営業

■定休日

火曜日

※祝日やお盆期間は休まず営業

冬期休業

今年7月に新築オープン！

市内全域の野菜が集合し、地域内

外の方に市の魅力を発信します。

■住所

　飛騨市古川町上町1348－1

■電話　0577-57-8998

■営業時間

　8：00～17：00

■定休日　年末年始

トマト店長

ピーン！

※営業日・時間等は施設によって変更する場合があります
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特
集

産直市場の魅力を探る

　さまざまな魅力にあふれた「産直市場」への参加は敷居も低いで

す。「自慢の野菜を広く味わってほしい」という熱い思いがあれ

ば、申し込みをして、簡単な面接審査と書類提出を経れば、すぐに

委託販売ができます。関心のある方はぜひ、最寄りの産直市場へご

連絡ください。

　また、高齢化が進む飛騨市では、産直市場まで野菜を届けるのが

難しい生産者もいます。そうした要望に応じ、今年度試験的に河合

・宮川地区と山之村地区へ集荷にうかがう取り組みを始めました。

両地区で集荷を希望される方は以下までお問い合わせください。

「トマト店長」 セレクトの逸品やイベントで通年のにぎわい

あなたも委託販売してみませんか？

　道の駅という潜在集客力の高い施設に隣接してい

る地の利を生かし、市ならではの商品のPRを強化。

　特産品や薬草などを販売する他、えごま商品をそ

の場で味わえる店舗を設

け、飛騨市の特長をPRし、

魅力を伝えることで交流人

口の拡大や産業振興に寄与

します。

道の駅の集客力を
市のPRにも活用

　建物には岐阜県産の木材をふんだんに活用し、特に内装

と木製什器は、飛騨市産広葉樹だけを使って製作されてい

ます。

　飛騨の広葉樹に囲まれた野菜畑をイメージした造り、そ

して森と食卓が水を通じてつながっている循環をコンセプ

トとした空間になっています。

　また、「飛騨の匠」の技を活かした作品もあり、木の

国・飛騨を強く印象づける空間にもなっています。

「広葉樹のまち飛騨市」をイメージできる店舗・クラフト作品も販売

市内の新鮮野菜と特産品 ・市の魅力発信を強化

「産直市場そやな」が新築オープン！

食のまちづくり推進課 0577-62-9010

　３０年以上にわたり、飛騨のスーパーなど販売と

流通の最前線で飛騨野菜と向き合ってきた「トマト

店長」こと牧ヶ野芳男さんが店長に就任。店長の全

国各地との交流から生まれ

た人脈を生かし、実演販売

などのイベントを開催予

定。通年でのにぎわい創出

に取り組みます。

「トマト店長」 セレクトの逸品や
イベントで通年のにぎわい

集
荷
の
様
子



情報の広場
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情報の広場

information
Hida City 市役所からのお知らせ

避難準備情報の通知
お
知
ら
せ

高山警察署からのお知らせ

高山警察署 0577-32-0110

　高山市国府町金桶地内の市道名張上

切線は、本年３月から３０キロ規制と

なりました。

　市道名張上切線は、一部が通学路に

指定されており、住宅が密集する生活

道路です。

　道幅が狭く危険な道路ですので、飛

騨市の皆さんも通行する場合は、走行

速度に注意してください。

規制速度が変わりました!

　市では、洪水や土砂災害で避難情報発令の可能性がある場合、事前に「避難準備情報」を発表します。

　この情報は、今後避難情報の発令が予測され、その後実際に発令された場合に、市民のみなさまがすばやく避難

行動がとれるよう、避難の準備を促すものです。

　「避難準備情報」は避難情報と同様で、対象となる地域を絞って通知します。

　この情報が通知された場合、対象となる地域の方々は、避難先の確認や非常持出し品の確認を行い、いつでも避

難できる準備をお願いします。

お
知
ら
せ

募
　
集

　昔からの「言い伝え」は、先人の

貴重な体験です。その先人の教えを

知ることにより、未来の災害に備え

ることを目的として、災害、防災に

関する「言い伝え」を募集します。

「○○川の□□岩が沈むと、家に水

が付く」、「△方向からの夕立は大

雨になる」「ヘクサンボが多い年は

雪が多い」など

■募集方法

　下記コードまたは神岡消防署まで

　ご連絡ください。

飛騨市の災害に関する「言

い伝え」を募集

募
　
集

総務課 0577-73-7461

お
知
ら
せ

募
　
集

　市は、全市域を対象として空家の

実態調査をします。期間中は、市が

委託した業者の調査員が、調査のた

め市内を巡回しますので、調査への

ご理解とご協力をお願いします。

■調査期間

　９月１日(木)～１０月３１日(月)

　※調査の進捗状況により期間を延

　　長する場合があります

■調査内容

　空家と思われる建物の外観調査お

　よび写真撮影（※調査員は市が交

　付した調査員証を携行します。調

　査員が私有地に立ち入ることはあ

　りません）

■委託業者

　株式会社ゼンリン岐阜営業所（岐

　阜市薮田南一丁目６－３）

空家の実態調査
お
知
ら
せ

神岡消防署 0578-82-1119

危機管理課 0577-62-8902
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情報の広場

2022年８月号

マイナンバーカードの取得はお済みですか　早めの申請を
お
知
ら
せ

 マイナンバーカード未取得の７５歳未満の方には、地方公共団体情報システム機構（J-LIS）から９月上旬頃にか

けて、順次ＱＲコード付き交付申請書が送付されます。７５歳以上の方には、今年３月頃に申請書が送付されてい

ます。

　市でもマイナンバーカード普及促進のため、８・９月の毎週日曜日９～１２時、市役所本庁舎および各振興事務

所において、休日申請等窓口を開設しますので、お気軽にご利用ください。

　現在、マイナンバーカードを９月末までに申請し、健康保険証利用申込、

公金受取口座の登録により、最大２万円分のマイナポイントがもらえます

（令和５年２月末まで）。ご自宅でスマートフォンからも申請できますの

で、お早めの申請をお願いします。

■マイナンバーカードのメリット

　①健康保険証として利用可能

　　今までに処方された薬剤や、過去の特定健診結果を医師・薬剤師等と共有することで、正確な情報に基づいた

　　総合的な診断や適切な処方を受けることができます。（申込制で本人同意が必要）

　②公金受取口座登録で申請が簡単！

　　年金、児童手当など、今後の給付金などの申請をするときに、口座情報の記入や通帳の写しなどを提出する必

　　要がなくなり、より迅速に受け取ることができるようになります。

市民保健課 0577-73-7464

環境課 0577-73-7482

　お住まいの地区を設定することで、収集日をカレンダー表示で確認できるスマートフォン用アプリです。また、

５０音検索による分別帳にて、どうやって出せばいいのかを確認できます。市ホームページにて操作方法を掲載し

ています。

　ウェブ版もあり、アプリをダウンロードしなくても利用できます。（右記コード）

■インストール方法

　　各ストアより「さんあ～る」を検索し、アプリを

　インストールしてください。インストールは無料で

　すが、通信費は必要です。下記コードからもインス

　トールできます。

ごみ出し支援アプリ版・ウェブ版「さんあ～る」の配信開始（８月１日から）
お
知
ら
せ

ウェブ版



情報の広場

７

情報の広場

お
知
ら
せ

募
　
集

　建設業・製造業就職面談会を開催

します。当日は「介護就職デイ」と

合同開催です。お気軽におでかけく

ださい。

■日時　９月２７日（火）

　　　　１３：００～１５：００

■会場・参加企業

【建設業・製造業就職面談会】

　飛騨市役所西庁舎３階　大会議室

　建設事業者　３社程度

　製造事業者　３社程度

【介護就職デイ】

　福祉事業者　４社程度

■その他

　飛騨市図書館２階にじのひろばに

　て託児スペースを設置予定

飛騨市建設業・製造業就職

面談会

お
知
ら
せ

商工課

0577-62-8901

商工課

0577-62-8901

お
知
ら
せ

募
　
集

　市内２つの商工団体共通のプレミ

アム率２０％を付与した「飛騨市家

計応援プレミアム商品券」を発行し

ます。

■対 象 者　市民

■販売金額　５千円で６千円分の商

　品券購入可能

■購入限度　お一人様２口まで

■販売期間　８月１日～９月３０日

■利用期間　８月１日～１２月３１日

■対象店舗　古川町商品券、神岡商

　店会連合会商品券取り扱い店

■購入場所　古川町商工会、神岡商

　工会議所、飛騨市役所他

■引 換 券　商品券購入に必要な引

　換券ハガキを７月中に市民の方に

　送付しています。

飛騨市家計応援プレミアム

商品券を発行

お
知
ら
せ

税務課

0577-73-3742

■口座振替の方

　納期限前日までに残高の確認をお

　願いします。

■納付書の方

　納付書に記載の金融機関、コンビ

　ニ、スマートフォン決済アプリ等

　で納付してください。

※毎月給与の支払いを受けている方

　は勤務先の事業所で給与から市県

　民税を差し引く方法による納税が

　できますので、事業主にご相談く

　ださい

市・県民税第２期分の納期

限は８月３１日（水）です

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

募
　
集

■下水道への接続について

　生活に身近な下水道は、生活環境

の改善・河川の水質保全など、暮ら

しの環境づくりに大きな役割を担っ

ています。

　下水道の使用区域では、水洗便

所、風呂、台所などからの生活排水

を下水道に接続することによりはじ

めて機能を発揮します。

　住みよい環境づくりのため、接続

していない事業者や市民の皆さんに

は、一日も早い接続をお願いしま

す。

※下水道接続工事費について、「資

　金融資あっせん助成制度」があり

　ます。詳しくは下記までお問い合

　わせください

９月１０日は『下水道の日』
お
知
ら
せ

水道課

0577-73-7484

総合政策課

0577-73-6558

お
知
ら
せ

募
　
集

　飛騨市では、市内不動産業者と連

携し空き家情報サイト「住むとこ

ネット」を運用しています。

　空き家を持っており、空き家を手

放したいなどで悩んでいる方はお気

軽にご相談ください。

　家財の処分に関する補助制度等も

ございます。

空き家情報サイトの利用を
お
知
ら
せ

総合政策課 0577-62-8880

　市から依頼を受けて市内のイベン

ト、行事等を取材（写真撮影・記事

作成）していただける方を募集しま

す。頻度は曜日を問わず毎月５回程

度。

■募集対象

　神岡町在住で、一眼レフカメラを

所有し、取材データを電子メール等

で提供できる方。

■取材記事の活用

　広報ひだ、市ホームページ、ＳＮ

Ｓ等に掲載します。

■謝礼・交通費

・取材１回あたり３，５２０円

・交通費（自宅から取材先まで片道

　２ｋｍ以上の場合）

※いずれも所得税を源泉します

「広報ひだ」市民ライター

募集（対象：神岡在住者）

募
　
集



８
2022年８月号

情報の広場

　いろんな個性、特徴を大切に。いろいろ混ざり合っ

てサラダのように彩り豊かな時間を一緒に過ごしませ

んか。お気軽に参加ください。

■日時　９月３日（土）１３：３０～１５：３０

　　　　第１部　１３：３０～

　　　　　　　　ゲームなどを通した交流

　　　　第２部　１４：３０～

　　　　　　　　トークタイム

　　　　※第１部・第２部のみのご参加も可

■会場　高山市総合福祉センター　３階作業室

　　　　※オンライン参加も可（要事前予約）

■対象　１８歳以上の発達障がい、またはその傾向のあ

　　　　る方

発達障がいまたはその傾向のある成人の集

まりの場「ぴあサラダ」

お
知
ら
せ

学校教育課 0577-73-7494

■出願期間

　９月２日（金）まで（消印有効）

■試験日

　１０月２０日（木）

■試験会場

　岐阜県総合教育センター

■合格発表

　１１月２９日（火）

　結果通知発送予定

飛騨圏域発達障がい支援センター　そらいろ

0577-35-6780 sorairo@hida-jikoukai.or.jp

　病気などやむを得ない事由により

義務教育を修了できなかった方に対

して、中学校卒業と同等以上の学力

があるか認定する国の試験が行われ

ます。

就学義務猶予免除者等の

中学校卒業程度

お
知
ら
せ

■場所

　総合保健福祉センター１階

　（ハートピア内）

■時間

　火曜・木曜

　９:００～１６:００

　医療的ケアや重症心身障がいをお

持ちの方が地域で安心して生活でき

るよう、看護師資格を持つ相談員が

相談をお受けします。（相談無料）

重症心身障がい児者等の

相談窓口

お
知
ら
せ

重症心身障がい在宅支援センター

みらい（医療的ケア児支援センタ

ー）飛騨サテライト

080-8257-7552 財政課 0577-62-8903

　宝くじはぜひ県内売り場か、宝く

じ公式サイトでご購入ください。

クイックワン宝くじ発売中
お
知
ら
せ

岐阜

　パソコンの基本操作や一般的なア

プリケーションの使い方、障がいに

応じた入力支援機器の相談など、電

話、訪問にて対応します。お気軽に

お問い合わせください。（相談無

料）

■対象者　

　飛騨市在住で身体障がい者手帳を

　お持ちの方

身体に障がいがある方の

パソコン利用をサポート

お
知
ら
せ

福祉メディアステーション

飛騨ブランチ 0577-34-1316

総合福祉課 0577-73-7483

　心身又は精神に障がいのある方は以下の手当に該当

する可能性がありますので、お問い合わせください。

■特別児童扶養手当　(２０歳未満の方 )　

　・身体障害者手帳１級～３級と４級の一部の方

　・療育手帳Ａ１、Ａ２、Ｂ１とＢ２の一部の方

　・同程度の障がいのある児童

■特別障害者手当　(２０歳以上の方 )

　在宅で重度の障害が重複している等により特別の介

　護を必要とする方

■障害児福祉手当　(２０歳未満の方 )

　在宅で重度の障害が重複している等により特別の介

　護を必要とする方

　※判定の結果、該当しない場合があります

特別児童扶養手当等について
お
知
ら
せ
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総合政策課 0577-62-8880

　ふれあいトークでは、第１部に市長と司会の対談形式で市の取り組みをご紹介します。第２部で地域で活躍する

皆さんをゲストにお迎えし、取り組みや思いをお聴きします。

　今回は、７月にオープンした「飛騨産直市そやな」を会場に、農業や食の魅力を語り合います。

　現地で参加される皆さんには、先着２０名に美味しい試食もご用意します！ぜひご参加ください。

■日時　８月３１日（水）１９:３０～２１:００

■場所　飛騨産直市そやな

　　　　（古川町上町、道の駅アルプ飛騨古川内）

■その他

・詳細はホームページをご覧ください。

・当日はFacebookやYouTubeでも配信を行います。

　また後日ケーブルテレビでも収録したものを放送

　します。

・現地での試食は先着順とさせていただきますので、

　予めご了承ください。

市長と共にふれあいトーク　テーマは「消費者直結の農産物づくり」
イ
ベ
ン
ト

学校教育課 0577-73-7494

　今年のテーマは「「みんなで育てみんなが育つ魅力あるまち」の姿とは？」。令和元年度に完成した飛騨市学園

構想ビジョンをよりブラッシュアップするため、参加の皆さんと子どもたちを起点に「こんなまちにしたい！」を

語ったり、テーマに沿って書き出したりする飛騨市学園構想「まなびみらい会議」をオンラインで開催します。

■日時　８月２８日（日）９:００～１２:００

■対象　市内の子どもたちの教育、学びに関心あるすべての方

■当日のプログラム

　９:００ ～　　開会挨拶　飛騨市教育長　沖畑 康子

　９:１０ ～　　基調提案　飛騨市長　都竹 淳也

　　　  　　　　「大人が夢中であそぶこと！私の考える、人が育

　　　　　　　　　つ地域の未来」

　９:４５ ～　　ブースセッション

　　　　　　　　これまでの活動実践プレゼンテーション

　１０:５５～　 まなびみらいビジョンワークショップ

■参加申込　申込フォーム（右記コード）から申し込みください

　　　　　　※参加無料・託児あり

飛騨市学園構想　まなびみらい会議２０２２（オンライン開催）
イ
ベ
ン
ト
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まちづくり観光課

0577-73-7463 生涯学習課 0577-73-7495生涯学習課 0577-73-7495

■日時　９月１１日（日）

　　　　１０：００～１５:００

■場所　古川町内各会場・店舗

　市内の入浴施設で薬草風呂や野草

茶の試飲などを楽しめる薬草週間も

あわせて開催予定。

　詳しくは別途チラシやホームペー

ジでお知らせします。皆さんぜひご

参加ください。

　年に一度の薬草祭典！薬草に関連

するワークショップ、クイズラリー、

料理提供、商品販売、展示、勉強会

を行います。

飛騨市薬草フェスティバル

２０２２

お
知
ら
せ

■日時　９月１８日（日）

　　　　９:００～１２:００

■講師　中谷和司氏

■会場　河合スキー場 （雨天中止）

■対象　小学４年生以上

■料金　１,０００円

■定員　２０名（抽選）

■申込　古川町公民館 0577-73-6115

　までお申し込みください。

　子どもは

自然のもの

を何かに見

立てて遊ぶ

ことが得意

です。

　森の中を教室として、自然に親し

む秘訣を教えます。また、青竹に巻

いて炭火で焼き上げるパンも作りま

す。味は、格別です。

公民館講座　わくわくネイチ

ャーゲームと青竹パン作り

お
知
ら
せ

　ワイン産地の歴

史と発展、ワイン

の基礎的な知識や

食事との相性等に

ついて学びます。

注ぎ方や温度、グ

ラスの形状で味や香りに変化ができ

ます。実際に数種類を試飲してその

違いを確かめます。

■日時　９月９日（金）

　　　　１９:００～２１:００

■講師　坂本雄一氏

　　　　（仏ワインコンセイエ）

■会場　古川町公民館

■対象　一般

■料金　３,０００円

■定員　２０名（抽選）

■申込　古川町公民館 0577-73-6115

　までお申し込みください。

公民館講座　達人に学ぶ！

ワイン講座

イ
ベ
ン
ト

河合振興事務所 0577-65-2221

　伝説の根拠となった史料展示や、飛騨内外に残る関

連史跡から、止利仏師伝説の実像と足跡に迫ります。

８月下旬、市ＨＰまたはチラシ等でお知らせします。

①企画展示（入場無料）

　■日時　９月４日（日）～１８日（日）

　　　　　※９月６日・１２日は休館

　■会場　飛騨市文化交流センター　ホワイエ

　・匠の祖とされる止利仏師の伝説に迫る。

　・「天生の森」動画、河合村当時の活動記録を紹介

　・「法隆寺金堂釈迦三尊像（クローン文化財）東京藝

　　術大学ＣＯＩ拠点制作」展示

②講演会

　■日時　９月４日（日）午前１０時～

　■会場　飛騨市文化交流センター　小ホール

　・古代ロマンに想いを馳せ止利仏師伝説を今に伝える

　　講師：郷土史家　安達康重氏

　・田口理子氏による紙芝居実演ほか

天生の森と止利仏師伝説企画展

～飛騨の匠の源流を追い求めて～

イ
ベ
ン
ト

　コロナ禍で一気に活用が広

がった動画のオンライン配信。

その基本を学ぶ講座を開催しま

す。興味がある方、仕事に活用

したい方など気軽にご参加くだ

さい。（参加無料）

■日時　９月３日（土）　２会場で開催

　１４時～１６時　神岡町公民館３階会議室 

　１９時～２１時　飛騨市図書館２階にじのひろば

■講師　鮎飛龍男氏（ひだ販促企画）

■講座内容

・オンライン配信の種類・用途　・オンライン配信の機材

・ライブ配信のメリット　　　　・番組の配信方法

・伝わりやすくする工夫　　　　・オンライン配信の未来

・配信番組の企画と台本作成

■参加申込

　下記に電話または右記コード

　から申し込みください。

動画オンライン配信入門講座
募
　
集

総合政策課 0577-62-8880
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お
知
ら
せ

募
　
集

　「ワダアスカのワークショップ‐

絵本の読み聞かせとモビール工作

-」を開催します。

　絵本作家であるワダアスカ氏によ

る読み聞かせで、絵本の世界をより

身近に感じることができます。モ

ビール工作のワークショップも行い

ます。自分だけの龍を作りましょ

う！（参加無料）

■日時　９月１０日（土）

　午前の部（飛騨市神岡図書館）

　　１０：００～１１：３０

　　（定員１５人）

　午後の部（飛騨市図書館）

　　１４：００～１５：３０

　　（定員２５人）

※８月１０日（水）

　より、図書館カウ

　ンターまたは電話

　で予約開始

ワダアスカのワークショップ
イ
ベ
ン
ト

■敷金　家賃の３カ月分　　■申込期間　８月２４日(水)～８月３１日(水)　　■入居予定日　１０月１日(土)

※ＲＣ造…鉄筋コンクリート造　Ｓ造…鉄骨造

・入居資格について、所得等の条件がありますので、詳しくはお問い合わせください

・個人番号の記載箇所があるため郵送での受付ができません。都市整備課または各振興事務所まで直接ご提出ください

市営住宅入居者の募集
募
　
集

都市整備課 0577-73-0153（古川・河合・宮川） 神岡振興事務所 建設農林課 基盤係 0578-82-2254（神岡）

公募住宅

種類

募集戸数

所在地

構造・規模

間取り

家賃

新栄町団地

特公賃

（世帯用）１戸

古川町新栄町

Ｓ造３階建

３ＤＫ

諏訪田団地

公営

（世帯用）１戸

古川町杉崎

ＲＣ造５階建

２ＤＫ

杉崎団地

公営

（世帯用）１戸

古川町杉崎

Ｓ造２階建

３ＬＤＫ

昭和町団地

地優賃

（世帯用）１戸

神岡町殿

ＲＣ造４階建

２ＤＫ

山之村団地

公営

（世帯用）３戸

神岡町森茂

木造２階建

２ＬＤＫ

宮川団地

特公賃

（世帯用）１戸

宮川町林

木造２階建

２ＬＤＫ

西忍団地

公営

（世帯用）２戸

宮川町西忍

木造２階建

３ＬＤＫ

入居者の所得に応じて決定

駐車場使用料、共益費別途 駐車場使用料、共益費別途 駐車場使用料、共益費別途 共益費別途

打保住宅

特定

（単身用）１戸

宮川町打保

木造２階建

２ＤＫ

共益費別途共益費別途共益費別途駐車場使用料、共益費別途

飛騨市図書館 0577-73-5600

飛騨市神岡図書館 0578-82-1764

図 書 館 に お い で よ 新着図書ピックアップ

大人向けのオススメ 子ども向けのオススメ

『気候危機がサクッとわかる本』
森　朗・森田　正光/監修

ウェザーマップ/著　東京書籍

　最近の気候変動について、図やイラ

ストを使ってわかりやすく解説した1

冊。夏のゲリラ豪雨や台風、積乱雲な

どについても学べます。

『さかなくん』
しおたにまみこ　偕成社

　学校は好きだけど、走るのが大変

で体育が嫌いなさかなくん。落ち込

む友達に何ができるのか、友達のあ

たたかさを感じられる絵本です。

飛騨市図書館 0577-73-5600 https://hida-lib.jp

■回答期間　７月１５日（金）～８月３１日（水）

■アンケート用紙設置場所　飛騨市図書館・飛騨市神岡図書館

　　　　　　　　　　　　　河合振興事務所・宮川振興事務所

■右記コードからご回答ください。

よりよい図書館にするためにアンケートのお願い
イ
ベ
ン
ト

飛騨市図書館 0577-73-5600 飛騨市神岡図書館 0578-82-1764
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　９月１０日の世界自殺予防デーにちなんで、毎年９月１０日から１６日までの一週間を「自殺予防週間」として

定めています。様々な悩みを抱えている方は、一人で悩まず、専門の相談機関にご相談ください。

　飛騨市では、こころの相談窓口を次のように開設しています。つらいことや苦しいことがあれば、無料ですので

予約の上ご相談ください。

お
知
ら
せ

募
　
集

『自殺予防週間』９月１０日～１６日
お
知
ら
せ

こころの健康相談カレンダー （令和４年度版）

１９日 （水） 宮川町保健センター

１６日 （水） 神岡町保健センター

１４日 （水） ハートピア古川

飛騨市

こころの相談室

飛騨保健所
精神保健福祉相談
（こころの健康相談）

飛騨保健所

法律とこころの相談会

飛騨保健所

ひきこもり相談

県精神保健福祉

センター　酒害相談

・精神保健福祉士が対応
・通院中の方や家族の相
　談も可能

１３:００～１５:００

予約制 ・無料

１３:３０～１５:００

予約制 ・無料

１３:００～１５:１５

予約制 ・無料

１３:００～１５:００

無料

１３:００～１６:００
予約制 ・無料

（１人４５分程度）

０５７７-７３-２９４８

古川町保健センター

０５７７-３３-１１１１

（内線３１２）飛騨保健所

０５７７-３３-１１１１

（内線３１１）飛騨保健所

０５８-２３１-９７２４

県精神保健福祉センター

０５８-２３１-９７２４

県精神保健福祉センター

ハートピア古川 下記をご覧ください 飛騨総合庁舎　２階 下呂市萩原保健センター 高山市総合福祉センター

１日 （木）

６日 （木）

１０日 （木）

１日 （木）

１２日 （木）

２日 （木）

２日 （木）

相談名

内容

時間

予約先

場所

９月

１０月

１１月

１２月

１月

２月

３月

飛騨市以外でも開催して

います。 飛騨保健所に

お問い合わせください。

１１日 （金）

２日 （木）

８日 （木） ・ ３０日 （金）

・精神科医師と保健所保
　健師が対応
・主治医のない方に限る

・精神科医師やひきこもり
　支援コーディネーターが
　対応

・ 弁護士と臨床心理

　士が対応

・高山断酒会会員が

　対応

多重債務・解雇・生活苦・病苦・家族
関係の悩みなどが原因で、 心の健康に
支障をきたしてしまうことがあります。 一
人で悩まないで、 相談してみませんか

２０日 （日）

１８日 （日）

１６日 （日）

２１日 （月）

ひきこもりに悩む方やそ
のご家族の方が対象で
す （精神疾患のための
ひきこもりは対象ではあ
りません）

アルコールでお悩みの方や
そのご家族の方の相談を断
酒会の会員がお受けします。
経験者のお話を聞いてみま
せんか。

地域包括支援センター神岡 0578-82-1456

こころの健康相談統一ダイヤル ０５７０－０６４－５５６

よりそいホットライン ０１２０－２７９－３３８（２４時間対応）

支援情報検索サイト http://shienjoho.go.jp/

　市は昨年度より民間介護事業所と連携し、認知症における地域対応力のさらなる向上を目指し、ものわすれ相談窓

口として古川町に「オレンジの森」、神岡町に「なないろ」をオープンしました。今回、河合町、宮川町でも出張所

を設けます。予約制となりますので、下記までお申込みください。

■出張所　日時・場所

　・毎月第２水曜日　９:００～１２:００　河合町保健福祉センターすこやか館　

　・毎月第４水曜日　９:００～１２:００　宮川町公民館　

■相談内容等

　認知症の方ができる限り住み慣れた良い環境で暮らし続けられるよう、「認知症地域支援推進員」がかかりつけ

医や認知症疾患医療センター、介護サービス事業所等と連携して認知症の方やそのご家族のご相談を伺います。

ものわすれ相談窓口「オレンジの森」の出張相談所
お
知
ら
せ

オレンジの森 090-1408-1017
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9/28(水) 9:00～12:00
認知症地域支援推進員
☎080-7095-6575（火・水・金）

○

もの忘れ相談
(もの忘れ・認知症の相談)

○ 9/15(木) 9:00～12:00

認知機能チェック　および　脳トレ ○ 9/22(木) 9:00～12:00

○ 9/14(水) 9:00～12:00

オレンジの森
古川町新栄町11-5
ツタビル２階
（1階にコインランドリーあり）

オレンジ相談なないろ
神岡町殿789-4　旧工藤医院

河合町 すこやか館
河合町角川318

○ 9/28(水) 9:00～12:00 宮川町公民館
宮川町林50-1

認知症地域支援推進員
☎090-1408-1017（月～金）

9/7(水) 10:00～15:00
総務課
☎0577-73-7461

消費生活相談員による無料相談
(専門の消費生活相談員が消費生活にかかる相談)

○ 飛騨市役所
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相談窓口情報を悩み別に検索できるサイト（コード）です。

電話でのご相談も受け付けています。

こころの健康相談統一ダイヤル　℡0570-064-556

こころといのちの

相談窓口

10:00～17:00 古川町商工会

9/21(水) 13:00～17:00 神岡商工会議所

ビジネスサポート相談
(売上拡大、経営改善など経営上の相談)

○

9/21(水)、22(木)
古川町商工会
☎0577-73-2624

商工課
☎0577-62-8901

8/24(水) 13:30～15:30
飛騨保健所
☎0577-33-1111（内線312）

こころの健康相談
（精神科医師によるこころの相談）

○

9/1(木) 13:30～15:30
古川町保健センター
☎0577-73-2948

こころの相談室
（精神保健福祉士によるこころの相談）

○ ハートピア古川

相談コーナー
相談名 ・ 相談内容 要予約 実施日 場所時間 問い合わせ

13:00～16:00 古川町公民館若者就労相談
(若者を対象とした就労相談)

ハローワーク出張相談
(職業相談、シルバー人材入会説明)

○

-

9/7(水)、14(水)

21(水)、28(水)

県若者サポートステーション
☎0577-35-4770

9/27(火) 11:00～15:00 古川町公民館
ハローワーク高山
☎0577-32-1144

9/12(月) 13:00～15:00 神岡商工会議所
ハローワーク高山
☎0577-32-1144

神岡町保健センター○

もの忘れ相談

総合政策課 0577-62-8880

■募集期限　１０月号掲載分　９月１６日（金）

　　　　　　１月号掲載分　　１２月１６日（金）

■募集写真

※詳細の募集要項は飛騨市ホームページでご覧いただくか、

　下記までお問い合わせください。

〇ご自身で撮影された縦の写真。

〇表紙写真のイメージは、飛騨市の特徴を表現したもの。

　・市民の活躍、賑わい、楽しみや元気を感じられるもの

　・飛騨市の絶景スポット、おすすめスポットなど

〇３МＢ以上のデジタルデータで提供できるもの。

お
知
ら
せ

　あなたが撮影した写真が飛騨市全域に配布される「広報ひだ」の表紙になるかも！？

　「広報ひだ」の表紙にふさわしい写真で、次の事項に当てはまるものを募集します。

　応募いただいた写真から選考し、１０月号（１０月１５日発行）、１月号（１月１５日発行）に掲載予定です。飛騨市

の魅力が詰まった写真をお待ちしています。

広報ひだ表紙の写真を大募集！
募
　
集
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2022年８月号

連載の庭

　古川中学校では、「生徒が様々な

場面で多様な人々とふれあい、『自

分らしさ』を発見・レベルアップす

る」「地域人として、学校内外の貢

献活動を通して自己有用感を高め

る」を目標に地域と学校、人と人と

のつながりを大切にしています。今

年度、挑戦中の活動を紹介します。

◆学習内容を１・２・３年生で「つ

　なぐ！」

　中学３年間の「総合的な学習の時

間」では、「生徒が地域をより深く

知り・関わり（探究）、自分に何が

できるのか考え行動する（貢献）」

と目標を決めました。１年生は、小

学校で学んだ地域のよさを再確認

し、地域の「防災」を探究し、発信

します。２年生は、市内外の様々な

仕事を知り、「職場体験」を通して

地域と深く関わり、地域で働く人々

の思いや生き方にふれます。３年生

では、地域や日本、世界に貢献する

人々の思いや生き方を知り、地域で

何ができるのか考え、挑戦します。

こうして、学習内容を３学年でつな

ぎ、「未来の創り手」を育てていき

ます。

◆地域や他校と「つなぐ！」

　「創り手」の育成には、地域の

方々の専門的な知見が必要です。地

域には「防災」や「職業」、「貢

献」に関する多くのスペシャリスト

がいらっしゃいます。その方々と学

校をつなぐ、学校運営協議会委員と

地域学校協働活動推進員や学年の授

業や講話を調整していただく「地域

コンシェルジュ（ＣＣ）」の方々に

助けていただいています。さらに

「ＭＳＪリーダーズ」等、小学校や

高校、特別支援学校とコラボした

「挨拶運動」や「環境美化」等の連

携活動も計画、実施していきます。

◆「創り手プロジェクト」へ「つな

ぐ！」

　「地域に元気を届けるプロジェク

ト」と題し、文化系部活動の演奏や

作品を地域の方々に届け、元気に

なっていただく試みを生徒が考え計

画しています。７月下旬には、市図

書館横にある「希望の壁画」の前

で、吹奏楽部がミニコンサートを行

い地域の皆さんに喜んでいただきま

した。このように生徒が考え・自分

らしさを発揮して、地域の役に立つ

「貢献」の思いや姿を今後も育て、

実施していきます。

　例年より早く梅雨明けした今年、

連日暑い日が続きますね。

　飛騨も近年、夏の暑さがこれまで

の常識を超えることが多くなり、エ

アコンを導入する家が増えてきまし

た。快適になる一方で、冷房による

だるさが感じられるようになってい

ますし、夏の暑さの疲れはこれから

出てきます。

　この暑さを乗り切るには、実は積

極的に外に出て汗をかくことが大事

です。そして、暑さの中で外に出る

には水分を取ることが重要になって

きますし、汗など水分を排出するに

はミネラルが必要です。十分なミネ

ラルが体にあれば、熱中症で倒れた

りする心配も少なくなります。その

ためには食べることが大切ですが、

アイスクリームや、具の少ないソー

メンばかり食べていてはミネラルの

補給はできません。

　そんな時にいいのがスイカです。

この時期スーパーにも並びますし、

自分の家の畑で作っているという方

もいるでしょう。スイカはカリウム

などミネラル分が豊富で、利尿作用

により余分な水分の排出ができ、む

くみも解消します。スイカの爽やか

な甘さは、夏の暑さにやられて食欲

が進まない時でも食べやすく、腎臓

を強化してくれるので、疲れ知らず

にしてくれます。

　普通、スイカの種は捨てています

が、台湾などではスイカの種も食べ

ます。そのためスーパーなどにもス

イカの種がお菓子として売られてい

るほどです。種はミネラルなど栄養

が豊富です。煎って食べてみるのも

いいですね。スイカに多く含まれる

シトルリンという成分は動脈硬化に

効果があると注目されています。

　美味しくスイカを食べてミネラル

補 給 が で

き、夏バテ

防止になる

なんて、う

れしいです

よね。ぜひ

試してみて

ください。

学校教育課 0577-73-7494

まちづくり観光課

0577-73-7463

みんなで活かして
楽しい毎日！飛騨の

薬草を学ぶ
教養講座

スイカ

採取先 畑、スーパー、産直市場など

腎臓病、腎炎、利尿、浮腫、

尿路結石など
効　能

⑰

「未来の創り手」となるために、地域とともに「自分づくり」！

～　「古川中マイプロジェクト」への挑戦　～
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　自分は終末をどんな状態で迎える

ことになるのだろう…誰もが一度は

考えることです。そして、できれば

健康で長生きし、最後は寝込むこと

なく『ピンピンコロリ』と逝けたら

いいなぁと願う人は多いものです。

　最近はエンディングノートを作成

される方が増えていますが、ノート

には『介護』に関する項目があり

「どこで介護を受けたいか」「誰に

介護してもらいたいか」などを書き

込むようになっています。介護につ

いての希望で、よく「できれば自宅

で介護してもらいたい」「家族に迷

惑をかけたくないので施設に入りた

い」などと言われますが、実際はこ

うした希望や計画は、なかなか思い

通りにはならない場合も多く、とく

に特別養護老人ホームなどの入所に

関しては、待機者も非常に多く、必

要なタイミングですぐに入居できな

いのが現状です。

　介護や終末期を考える時『どのよ

うにしたいか』という自分の希望を

はっきりとさせることは、とても大

事なことですが、そこには実際の介

護状態や終末期の状態で、大きく

違ってくることもあるということを

認識しておく必要があります。

　また、介護についての希望をはっ

きりと書き示すことで、家族にとっ

て大きな負担になることもあります

ので、介護の希望を書き記すのな

ら、最後に「状況によっては家族

（親族など）に任せます」などの一

言を添える配慮も必要です。

　しかし、そうは言っても実際は、

希望通りの介護が受けられない状態

を本当に自分は受け入れられるの

か、という大きな課題もあります。

　私たちは、先人の有様を見るにつ

け「こんな症状の認知症にはなりた

くない」だの「介護度が重い寝たき

りの生活は送りたくない」などと、

不安に恐れおののく事もしばしばで

すが、どういった状況であっても

『ありのままの人生を引き受ける自

分をみつけていく』そんな強さも終

活を考える中では必要になってくる

のかもしれません。

問　　飛騨市終活支援センター

　　　（飛騨市社会福祉協議会内）

0577-73-3214

ご希望があれば、自宅訪問での終

活相談もお受けします。お気軽に

お問い合せください。

ありのままの人生を
引き受ける

はじめませんか？

そろそろ
終活

＜その2９＞

　夏本番になり、熱中症の危険も高

まってきました。

　熱中症は「環境」と「からだ」と「行

動」によるものが考えられます。

　「環境」は気温や湿度が高い、風

が弱いなど外的な因子のことです。

　「からだ」は下痢や発熱などで脱

水をしている時、二日酔いや寝不足

で体調不良なときなどです。

　「行動」は、炎天下の長時間の作

業や水分補給しない、できない状況、

激しい筋肉運動やなれない作業をす

る状況です。

汗をかいて気化熱により体温が調整

できるうちは大丈夫ですが、熱が出

なくなると危険な状態になります。

熱中症を予防するにはどうしたらい

いでしょうか。

①服装は大事

　夏でも高齢者の方は服を着こみが

ちですが、日中はなるべく風通しの

良い服装で体温調節をしましょう。

下着も吸湿性や速乾性に富んだもの

を選ぶことによって、発汗による体

温調節がしやすくなります。

②水分補給はぼちぼちと

　汗をかくことで体温調節をします

が、汗となる水分は、体内の水に他

なりません。出た水分はちゃんと補

いましょう。水分補給は、一口ずつ、

３０分おきにするほうが、小腸で

しっかり吸収することができます。

　汗の塩分濃度は血液塩分濃度の

０ .９％とほぼ一緒です。というこ

とは、１ℓ汗をかけば、１ｇは塩分

が失われるということです。普段の

生活では、何ℓもの汗は出ません。

そのため、食事が３食食べられてい

れば、必要な塩分は体内に入ってい

ます。普段なら水や麦茶をボチボチ

飲むのが一番の脱水予防です。マス

クをしていると水分補給を忘れがち

ですが、時間を見てちゃんと飲みま

しょう。体調が悪かったりしたとき

は、経口補水飲料なども上手に活用

してください。　

③我慢は禁物

　朝晩が涼しい飛騨です。朝から家

にいると、エアコンを入れるタイミ

ングを逃し、室内でも知らないうち

に熱中症になるケースがあります。

部屋の温度や湿度を確認してエアコ

ンや扇風機を活用しましょう。「こ

のくらいなら大丈夫は」熱中症のも

とです。

古川町保健センター

0577-73-2948

熱中症を

予防しましょう

まめとく減塩協力店をご利用ください

連載の庭



ご 結 婚

お名前　　　　　住所

中切　虎太郎　　宮川町打保

甲谷　晴夏　　　神岡町坂富町

西浦　圭祐　　　神岡町殿(昭和町団地)

黒田　愛　　　　神岡町殿(昭和町団地)

16
2022年８月号

２０２２年７月３１日現在（敬称略）

9

13

－4

件数

2

1

＋1

死者

13

16

－3

傷者

253

224

＋29

男

出　　生  5

死　　亡 33

高齢化率 40.06％

転　入  44

転　出  57

女 計 世帯数
10,965 11,696 22,661 8,828

4 670

0 0

0 117

人口の動き 消防の状況

飛騨市

本年累計

その他
（管外出動）

前月比

火災 救急

交通事故の状況

本年累計

昨年同期

増減

人身交通事故 物　　損

交通事故

（７月３１日現在）（８月１日現在　住民登録人口） （７月３１日現在）

神岡町 7,470

宮川町 566

河合町 835

古川町

町別人口内訳

13,790

お名前　　　　　住所　　　　　　　　　保護者

【古川町】

岩村　麻央　　　袈裟丸　　　　　　　　祐貴・美枝

尾上　未來　　　向町二丁目　　　　　　元隆・紗苗

重山　笑那　　　中野　　　　　　　　　諒太・美輝

【神岡町】

坂下　莉希　　　殿（サンアルプ旭Ｂ）　幸輝・結花

𠮷原　咲夏　　　江馬町（沖野鉄筋社宅）和樹・望

お 誕 生

まお

みくる

えな

りの

さな

戸籍の窓
情報の広場

お名前　　　　　住所　　　　　　　　年齢

【古川町】

谷口　治雄　　　上町　　　　　　　　（87）

荒家　政江　　　貴船町　　　　　　　（86）

田近　武　　　　上野　　　　　　　　（55）

竹原　美嗣　　　上野　　　　　　　　（81）

重田　レイ子　　栄一丁目　　　　　　（93）

谷口　　香　　　杉崎　　　　　　　　（92）

塚腰　あ　子　　下気多　　　　　　　（88）

道下　キヨ子　　片原町　　　　　　　（87）

森本　鈴子　　　上気多　　　　　　　（86）

野村　昌男　　　片原町　　　　　　　（88）

清水　作郎　　　中野　　　　　　　　（103）

溝口　てる　　　太江　　　　　　　　（104）

白井　きぬ　　　壱之町　　　　　　　（102）

【河合町】

堂前　保郎　　　角川　　　　　　　　（91）

盤　　宏　　　　角川　　　　　　　　（97）

お 悔 み

　市ではこれまで市ホームページでおくやみ情報（葬

儀情報）を掲載してきましたが、掲載できる情報量

が限られるという課題がありました。

　そこで今年度から市民ニーズに応え、より詳しく

わかりやすく葬儀情報をお知らせする

ため、民間の葬儀情報サイトと連動を

図ることとしました。

　ぜひご利用ください。

【神岡町】

山下　智成　　　東雲　（西野町１）　　（64）

清水　富喜雄　　夕陽ケ丘（江馬７）　　（88）

吉中　正昭　　　石神　　　　　　　　（79）

新谷　紀美子　　城ケ丘　　　　　　　（82）

山崎　靖之　　　館野町（弥生３）　　　（80）

　木　一男　　　山田　　　　　　　　（90）

宮前　公司　　　柏原（柏原２）　　　　（90）

水口　昌子　　　殿（昭和町１）　　　　（82）

青柿　　司　　　吉田（吉田塩野）　　　（89）

「おくやみ情報ひだ」で

 詳細情報をお知らせ
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いろいろ
まちの話題

ホームページと SNS でまちの話題を配信中！

飛騨市役所

　飛騨市美術館企画展「茂住菁邨書展―言霊の響―」が８月

２１日までの会期で始まりました。

　茂住さんは古川町出身。書家として活躍される一方、内閣

府辞令専門職として歴代総理大臣や国務大臣の辞令書などの

揮ごうにあたられました。新元号「令和」の発表の際、官房

長官が掲げた墨書を揮ごうされたことでよく知られています。

　今回の展覧会では、茂住さんの４１年間にわたる辞令専門

職としての活躍や、書家としての足跡を振り返っています。

　初日には開会式とテープカットなどが行われ、茂住さんは

「今日このオープンを迎えられるのが本当に信じられない思

い。好きというだけで始めた書道が、こんなにたくさんの人に見てもらえるとは。退職まで無事勤めさせていただき、

なおかつ書をこうして全て見せる機会を得たということは本当に幸せです」と感謝の言葉を述べられました。

講演会や書道教室も行われました
「茂住菁邨書展—言霊の響—」 が始まりました

7/2

　消防用の小型動力ポンプを使って消火技術や早さなどを競

う飛騨市消防操法大会が、古川小学校グラウンドで開催され

ました。コロナの影響で開催は３年ぶり。

　市内１２チームが出場し、１チーム４人の隊員が連携して

火に見立てた的に水を当てるタイムを競い、規律や消火技術、

安全管理も評価し、総合的に優秀なチームが表彰されました。

　大会が団員や家族の負担になっていることから全国的な大

会規定の改定があり、今大会は手足の動きをシンクロさせる

集合動作などが見直され、過度な訓練の抑制が図られました。

　審査の結果、古川方面隊第１分団第１部が優勝しました。

同チーム指揮者の吉田将さんは「５月から週４日の練習を続けてきました。家族の理解や周りのサポートのおかげで

す。将来、子どもたちが火を消すことではなく、火を出さないことに尽力してほしい」と話されました。

消防団負担軽減の新要領で実施
飛騨市消防操法大会

7/3

　地域住民との交流が盛んな宮川小学校で全校児童７人と地

元シニアクラブのメンバー１６人が参加して「カローリング

交流」が開かれました。

　この日は、シニアクラブのお年寄りからルールを教えても

らい、ミニゲームも楽しみました。児童たちはちょっと力が

入ると行き過ぎてしまったり、思うように転がすことができ

ないストーンに手を焼いていましたが、コツがわかると次第

に得点枠近くにストーンが集まり、夢中になって楽しんでい

ました。

　６年生の中谷佳暖さんは「ストーンを転がす力加減がむず

かしかったけど、いろいろアドバイスしてもらったおかげで相手のストーンを飛ばすこともできるようになり、楽し

かった。また交流したいです」と笑顔を見せていました。

おじいちゃん・おばあちゃんからカローリング学ぶ
宮川小児童と地元シニアクラブが交流

7/4

特 レ ポ

特 レ ポ

特 レ ポ
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＼ 市民ライターがまちの話題をお届け!! ／

広報ひだまち特派員レポート
（特派員 ： 水樹  華 ・ 岡田  直樹）

特 レ ポいろいろ
まちの話題

特 レ ポ

　１歳未満の子をもつ市内在住の家庭や妊婦さんのいる家庭

を対象にした「赤ちゃんとママ、パパのための防災講座」が

古川町保健センターで行われました。

　この日は、アウトドア防災ガイドの、あんどうりすさんを

招き、幼い子と家族を守るための暮らしの知恵などを学ぶ講

座で、当日は親子１１組が参加しました。

　あんどうさんは、災害時に暮らしを守る対処法にはアウト

ドアの知識やグッズが役に立つと説明し、普段からの情報収

集や備蓄、危険回避の方法などをアドバイスしました。

　古川町の室屋佳夕さんは「初めての子どもで、これまで子

どもを抱えての防災を学んだことがなく、対策も考えていませんでした。話を聞いて実際に使える物なども分かり、

勉強になりました。紹介されたグッズやスマホアプリを暮らしに取り入れていきたい」と感想を話していました。

赤ちゃんを抱えての防災について学びました
赤ちゃんとママ、パパのための防災講座

7/15

特 レ ポ

　「レールマウンテンバイク・ガッタンゴー」を運営するＮＰ

Ｏ法人神岡・町づくりネットワーク（鈴木進悟理事長）が設

立２０周年を迎え、同町の旧奥飛騨温泉口駅で記念モニュメ

ントの除幕式を開きました。

　モニュメントは、神岡鉱山で鉱石の分別に使われた直径３

メートル、重さ３トンの歯車に、坑道の線路とレールマウン

テンバイクを組み合わせたものです。このほか福井県旧和泉

村の中竜鉱山で使われた削岩機や鉱石運搬車両も展示して「鉱

山の町・神岡」をアピールしています。

　除幕式には神岡鉱業など地元経済界を始め、市と市議会関

係者らが参加。鈴木理事長が感謝の言葉を述べました。都竹市長は「子供たちもこのモニュメントを見て、町の歴史

を知りたいという願望が現れるのでは」などと祝辞を述べました。

記念モニュメントや重機展示の完成・披露
NPO法人神岡・町づくりネットワーク設立20周年

7/10

　友好都市台湾新港郷公所の新庁舎が完成したことを祝う式

典が、オンラインで開催されました。飛騨市からは都竹市長、

澤市議会議長を始め、市民ら５０人余が参加。新港郷から送

られてきたピンク色のＴシャツを着てお祝いしました。

　新庁舎の１階ロビーには飛騨市の展示室が設置され、飛騨

市から寄贈した起し太鼓のわら細工、古川祭の獅子頭、衣装、

提灯やつるし飾り、千鳥格子、さるぼぼ、広葉樹の雑貨、飛

騨市の地酒の瓶などが展示されました。

　林茂盛郷長は「コロナの影響で迎えることができませんで

したが、遠く離れていてもオンラインで一緒にお祝いでき、

大変嬉しいです」「コロナが終息し、会える日が来ることを願いつつ、これからも交流が深まることを心から期待し

ています」と感謝の言葉を述べました。

特 レ ポ新庁舎ロビーに飛騨古川展示室を設置
台湾新港郷公所新庁舎の完成式典

7/6
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いろいろ
まちの話題

ホームページと SNS でまちの話題を配信中！

飛騨市役所

　毎年８月に名古屋で開かれる日本最大級の踊りの祭典「にっ

ぽんど真ん中祭り」のファイナルの常連で、加茂郡富加町を

拠点に活動する鳴子踊りチーム「半布里（はぶり）」が、まつ

り広場で、古川祭をテーマにした踊りを披露しました。

　チーム結成２０周年を迎え、「古川祭」をテーマにした踊り

を完成させたことから「古川の皆さんに観てほしい」と、急きょ

古川町で披露。大勢の市民の前でメンバー約７０人が華麗な

衣装を身にまとって音楽に合わせて踊りました。

　代表の山田将太さんは「皆さんの心に残り、感動してもら

えたら。コロナ禍で元気づけたい」とあいさつされ、「踊りの

テーマである飛騨古川の地で、古川祭に関わる方々に踊りを見てもらえることが大変うれしい。古川祭の魅力が伝わ

るように考え、踊りを作った。どまつりで大賞を取って、古川祭の魅力を全国に発信したい」と意気込んでいました。

古川祭をテーマにした踊りを披露
富加町拠点の鳴子踊りチーム半布里

　総合的な学習の一環として地域の伝統文化について学んで

いる神岡小学校の３年生児童が同校体育館で、神岡民謡保存

会の皆さんと一緒に盆踊り体験をしました。

　６月中旬から３回にわたり、神岡民謡保存会（永田雅人代表）

の皆さんから「船津盆踊り」について学習しました。この日

は会員の皆さん１２人が同校を訪れ、生唄、太鼓や三味線の

生演奏などを披露。また、同会の法被や編み笠も用意し、着

用する体験も行いました。児童らは、会員の皆さんと一緒に

輪をつくり、これまでの成果を披露しました。

　踊りを終えた大坂桃矢さんは「最初は難しいと思ったけど、

慣れてくると簡単になった。皆で踊ると、どんどん楽しくなりました。せっかく覚えたので、これからも踊りたい」

と感想を話しました。

船津盆踊りを学んだ成果を披露しました
神岡民謡保存会の皆さんが指導

特 レ ポ
7/30

特 レ ポ

　河合小学校で、地域の方々による絵本の読み聞かせとバイ

オリン演奏が行われました。子どもたちの学びや成長を地域

全体で支える「地域学校協働活動」の一環で、河合駐在所の

吉川浩史・尚美さんご夫妻が、河合町稲越の井関美穂さんの

バイオリン演奏に合わせて「イヌと友達だちのバイオリン」（デ

イヴィッド＝リッチホールド作）を朗読しました。

　児童たちは絵本の朗読と、普段見聞きできないバイオリン

の生演奏で楽しいひと時を過ごしました。６年生の河渡悠月

さんは「音楽が好きで、家に帰るとよくギターを弾きます。

バイオリンの生演奏はめったに聴きませんが、旋律がとても

美しくて心が安らぎました」と笑顔を見せていました。吉川尚美さんは「朗読は大好きで時々読み聞かせをさせても

らっています。バイオリンの音色が美しく、今日は気分が乗ってとても楽しく読めました」と話していました。

河合小で絵本の読み聞かせとバイオリン演奏
「地域学校協働活動」の一環で住民が披露

7/15

特 レ ポ
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